
昭和50年3月27日　　　　　　　　　　　嘉手納村広報　　　　　　　　　　　　号　　外■へん′、、二‘h■、、、■一二旧はいい他社を白のがで住題 、．掛・‥－ヲ・多てかの全中表統一、強民は轟 ・ノ・一一ダニhh■」て点つ珠の馴た上側た的城間た議・」「三 　一灯■～‾：■〉・こ、星一一一一・日闇盃合告芳蒜詰ま葦掌そ誓書よき要真空竺 ムー．一・・＿・・＿ガ∴…．雇－』鱒卒や持新報齢手指配線指貫㌣㌍牒糾 侶蔓妻描甜醐駆萎至’ W．E衰 声明害を全会一致で決穐した村議会本会議 ��甘 点 廿 で、 な 

一　にはさか十協　たJ二部読の　あ意あ改れ　　　　り職　な三九合十併　る合す　体と 宅’なさIiれら九議そUなか谷改しる向るめる　　　　’にこっ月年に日協とか併べ二的そ 
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垂董瀧言簑猥箸箱章芸差讐那言責董芸筆書阜紺禁苧買妄語諾蒜貰遠雷詰責 術を　　　　　　　　　よ’て程合の桔形は諭し十の的一 　　　　　　　　　う佃’示つ取置式有を’分進に日 　　　　　　　　　に別当して。は上続出村時め不」 
吉子　㌫誌′壱崇拝習法号宕£昌幸ま’縞言草李つ　　盲警諾誓描這　設法華を　監禁を三　豊す憲管だ還芸 
学芸　警野鳥‘ミ芸警　告要撃宗仁要請至芸い　　0言苧呈呈苧定　言雷配　る誌いだ　こ　官紀　讐 

騨閥裏射齢据撲 
尖れる討山のlL　のて本台　と　う　をで留承　さ　　　　　　　　の機政着る．て立　と捷そはしつ　かあ’ば一時読　D日のの 
胃、基、ろ車体　と有的併　とこ設あを認　れ　　　　　　　村関治の以合以　考がの当てい　なるあそ体関谷　の判時 

－ 

の期坊も上おれ裾た住さに閲かな前う的す政をう合も’もめ読頼得ろ捉こらでり前はて の実すいれ行休なはをさ要続いなが俳と形き、機ときしなのてのるむのて進間で立見 存懸るてる政にけ民もれと的織る行をい式た行闘い、かい青’信をし把’め萄あ以解 �得澱てける書き的 ら終合それだ得九、 れ的併のぼけ失た個 るな間時なのにの別 わ悪魔点ら安閑ち的 け思ににな科し’に でを関至いがて村間 あ間すつ0提判民留 るうるて供断個点 D機村はさが々が 従全民じれ下の掟 つがのめなせ利起 

た今る　り　なさ　そ谷　　も　申費か数い村名　　る　て題謙 
二回だ’がせれ村今のし　を　つのた内の合　0’は仝以　に政行つとべ断す治前夫に　　いのす高地合碁合要　は続 

閥雛雄膿磯路闇駅 五二併態で能み城他手るくしかの感らそ進に上てこ 十二作度も性よ住と納○遺た。努謝ののの合終はと 粛年に業は話のい民の村懐こで力す絶他過併了’か 手三声は保しも町の合とのとながる大の程親し今ら 納月明全持合のづ柚併し意にく報とな面で約た回当 村二すてしいでく祉にてを対多いとごにはをもの墓 
議十　ろ終つにあり　を関は　表し領ら　も協お’　廃の合手　　　る具首なる定治先そこ思併　あや打久か行治に住るわ 
会四　　し了つ応るに増し、　す誠のれに力い新　止と併約　　　二体長いもが的取のとを促　る時ち的り政休は民　○け 

目　　　しもず限つ進’読　るに村な多をて町　すみ開村　　　と的の　○のす判り　臼を最進　と代出に’のの’の　に 


